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国際学部講師　松村　史紀
　このところ、気がつけばE.H.カーの『危機の二〇年』を頭のなかで反芻してい
る。院生時代に好きで何度も読んだ作品だから、議論の骨格が頭から離れなくなっ
ている。1939年に初版が出て以来、国際政治学の分野はずいぶんと発展したし、
カーの議論を越えようとする作品だって枚挙にいとまがない。ところが、どれだけ
そのような作品群を読んだところで、気がつけばカーに戻っている。不思議な魅力
があるというべきか、たんなる偏愛か、もう自分でも分からない。
　大きな戦争のあと、勝者は自らの理想をもとに世界平和をつくる。ところが、敗
者を犠牲にしてつくられた平和はもろい。不満をもった敗者に挑戦されてしまうか
らだ。敗者への十分な配慮を欠いた平和構想が危機の源流になると説くカーが現代
世界をみるとしたら、どう考えるのだろう。最近は、そればかり考えている。
　冷戦後、勝者である西側世界は敗者であるロシアの警戒をよそに、ずいぶんと力
を広げてしまった。ある意味では、その敗者の挑戦がウクライナ危機を引き起こし
たといえるかもしれない。皮肉なことに、冷戦が終わってほぼ20年後にむかえた危
機である。
　東アジアでは第二次世界大戦の勝者である中国と敗者日本が、危機の源流をつく
りはじめている。勝者中国は自分たちがつくった「戦後国際秩序」に甘んじるべき
だとやや強引なまでに日本に迫り、日本はといえば、「戦後レジーム」からの脱却
によって敗者の地位から抜け出そうともがいている。終戦後、長い月日が流れたあ
とで、敗者は現国際秩序とどう向き合うべきなのか、また勝者はどのようにして適
切に敗者を処遇し、「平和的変革」をなしとげるべきなのか。いまこそカーの知恵
をもって、真剣にその選択肢を考えてみたい。
　あとがきの前置きがずいぶんと長くなってしまったが、ずっとこのようなことを
考えていた私に思いがけない機会がめぐってきた。昨年1月ころだったか、当時多
文化公共圏センター長でいらっしゃった高際先生から日中関係をテーマに国際連携
シンポジウムを企画してほしいという依頼を受けた。二つ返事で快諾したものの、
資金の確保、登壇者の選定にはじまり、協力学生の募集にいたるまで苦労は尽きな
かった。
　この間、全力で協力してくださった重田先生と事務の山澤様の支えがなければ、
これほど大きなシンポジウムを成功させることはできなかったと思う。感謝しま
す。また、超多忙ななかシンポジウムで講演して下さった天児先生、徐先生、梁さ
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んにも謝意を表したい。第一線で活躍する研究者が登壇して下さったおかげで、水
準の高い議論ができました。下野新聞の佐藤様には熱心な取材と公報という点から
大きな助力をいただいた。ありがとうございます。さらに、進村学長、田巻学部長
にはご多忙ななか挨拶をいただけたことに感謝いたします。
　さいごに、教員からの無理難題にもかかわらず、10回近い勉強会に付き合い、シ
ンポジウムですばらしいプレゼンテーションをしてくれた学生実行委員のみなさん
にはどう感謝の気持ちを伝えてよいか分からない。皆さんの活躍に敬意を込めて心
から感謝します。また報告書作成にあたって、シンポジウムのテープ起こしを担当
してくれた成田さん、どうもありがとう。貴方の頑張りがなければ、この「あとが
き」だってなかったかもしれない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2015年2月26日
あとがき―天命の再会
　　国際学部教授　重田　康博
　今回の国際連携シンポジウムは、日中関係がテーマでした。緊張が続く日中関係
だけに、開催前は少し心配でした。過去5回国際連携シンポジウムの開催に関わっ
てきましたが、これまでとは違う緊張感がありました。幸いシンポジウム開催の直
前に、日中首脳会談が行われ、両首脳の握手も見ることができました。この影響も
あって、本シンポジウムも丁度よいタイミングで開かれ、無事終了することができ
ました。
　今回のシンポジウムに参加して、私が大学生の時宇野重昭先生の国際政治学演習
で学んでいた、中国研究やE.H.カーの『危機の二〇年』を思い出しました。当時中
国は歴史があるアジアの大国であり共産主義体制でしたが、文化大革命などがあ
り、隣国でありながら理解することがむずかしい国でした。しかし、授業で中国へ
の西洋の衝撃（ウェスタン・インパクト）や日清戦争があり、中国が西欧や日本に
植民地支配化された困難な歴史を抱える国であることを知りました。私が大学生の
時そのような中国と日本が国交を正常化し、日中平和友好条約が締結され、中国が
日本や国際社会から支援を受けながら四つの近代化を推し進めた時代でした。私は
日中関係の前途に対して非常に明るい展望を持っていました。その時大学に非常勤
講師として教えに来ていただいた、天児慧先生の外国語購読の授業に参加させてい
ただきました。天児先生と学生と飲みに行き、天児先生が非常に情熱家で人情の厚
い先生であることを知りました。その後連絡はたまに取り合いましたが、約35年過
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ぎてこうして私が勤務する大学のシンポジウムに天児先生を講師としてお迎えした
ことに何か天命のような縁を感じ非常に嬉しく思いました。
　それにしても、なぜ日中関係はここまで悪化してしまったのでしょうか。私は日
中関係や中国の地域研究者ではないし、政治的な話はここでは避けたいと思いま
す。当時大学で学んだE.H.カーの『危機の二〇年』は、真の平和主義を希求するた
めにはユートピアニズムだけではだめでリアリズムに徹して考えることを教えてく
れました。今の困難な日中関係の打開も限界ギリギリのリアリズムに徹した外交努
力と持続的な民間の交流の中から生まれてくると確信します。
　今回のシンポジウムは、松村先生がゼミ生をリードしながら進めてくれました。
ゼミ生もしっかりと松村先生について来てくれました。松村先生やゼミ生たちのが
んばりなしには、今回のシンポジウムの成功はなかったと思います。中国から来て
いただいた徐先生、梁さん、事務局で準備していただいた山澤さん、その他シンポ
ジウムでご協力・ご支援頂いた皆様に感謝申し上げます。
2015年2月26日　
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